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1.	
 はじめに	
 

	
 	
 刺激−反応適合性研究に関する研究では，空間次

元について検討したものが多い[1]。空間次元以外
には，被験者に「強い」あるいは「弱い」キー押

し反応を求め，刺激の物理的強度と反応強度との

間の刺激—反応適合性が存在し，大きい，明るいな

ど物理強度が大きい刺激に対し強い反応が適合し

ていることが報告されている [2]。我々はさらに，
刺激の単純な物理的性質だけでなく，より抽象化

された概念的レベルでの刺激情報が反応出力シス

テムと共有されていることを示唆するデータを報

告した[3]。 
	
 	
 概念的レベルでの刺激-反応適合性がみられる
という知見から，抽象化レベルでの情報共有は運

動出力間でも生じている可能性が指摘される。そ

こで，本研究では，発声と手運動という異なる運

動出力間での適合性について検討を行うことを目

的とした。 

 

2.	
 方法	
 
	
 実験参加者	
 大学生および大学院生 13 名が実
験に参加した。 
	
 実験装置	
 液晶ペンタブレット・ディスプレイ

（Wacom，Cintic 24HD）によって視覚刺激の提
示および描画データの計測を行った。また，発声

音圧の計測は騒音計（Custom，SL-1370）にて行
った。 
	
 刺激および手続き	
 各試行では，小，中，また

は大の３種類の大きさの正方形を示唆する４つの

頂点が，スクリーンの 4象限のうちランダムな位
置に 500 ms間提示された。被験者は 4点で提示
されたら，その位置にできるだけはやく，かつ，

正確に円を（きちんと 1周に閉じた真円）ペンタ

ブレット・ペンで描画するように求められた。各

ブロックでは，声の大きさが指定され，大きな（70 
dB以上）あるいは小さな声（45〜55dB，ただし
背景 45dB）で「あー」と発声するように求めら
れた。描画中の平均音圧を計測し，指定発声音圧

での発声ができていなかった試行ではエラーフィ

ードバックを行った。エラー試行のデータは解析

から除外した。 
	
 被験者は，発声練習，円描画練習，さらにこれ

らの組み合わせで練習を行い，その後本課題とし

て 96試行を行った（12試行 x 8ブロック：発声
音圧[2] x 枠サイズ[3] x 枠位置[4] x 繰り返し[4] 
= 96試行）。 

 

3.	
 結果	
 
	
 平均発声音圧	
 円描画開始から終了までの描

画中の平均発声音圧を計測した（図１）。平均発

声音圧について，円描画と同様の計画の分散分

析を行ったところ，指定発声音圧レベルおよび

円サイズの主効果のみが認められた（F(1,12) = 
632.0, p < .0001）。したがって，被験者は指定
された音圧で発声していたことが確認された。 
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図１.指定発声音圧レベル毎の平均発声音圧	
 

2014年度日本認知科学会第31回大会 O2-3

96



	
 円描画	
 各試行での円描画データから，円内

部に存在するピクセル数を計算し，描画された

円の面積とした。小中大全てのサイズで指定発

声音圧が大きい場合に，描画円サイズが大きく

なる傾向がみられた（図２）。描画円面積につい

て，指定発声音圧レベル（２：小声，大声）x 円
サイズ（３：小，中，大）の分散分析を行った

ところ，指定発声音圧レベル（F(1,12) = 12.3, p 
< .01）および円サイズ（F(2,24) = 146.9, p 
< .0001）の主効果が認められた。したがって，
発声音圧が大きさは描画円のサイズに影響を与

え，発声音圧が大きい場合に小さい場合よりも

大きな円を描くことが明らかとなった。 
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図２.指定発声音圧レベル毎の描画円面積	
 

 
4.	
 考察	
 
本実験の結果から，大きな声を出しているとき

には，小さな声を出しているよりも，描画される

円の大きさが大きくなることが示された。昨年に

報告した「大きな円の描画時間は大きな声を求め

たとき小さな声より短くなる[4]という知見と合
わせ，異なる運動出力において運動の強さ/大きさ
に関する運動−運動適合性が生じることを示唆し

た。発声と手運動のように異なる運動反応であっ

ても，それらに関連する情報は抽象化されたレベ

ルで（例，大-小，強-弱）共通に表現され，相互
に影響を与えるものと考えられる。 
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